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はじめに−「移民」とは−

１　

日
本
語
の
「
移
民
」
の
語
義
はem

igration

（em
igrant

）とim
m

igration

（im
m

igrant

）

の
両
方
の
意
味
を
含
み
、
厳
密
に
は
前
者
を

「
出
移
民
」、
後
者
を
「
入
移
民
」
と
言
っ
た

方
が
正
し
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、こ
の「
出

移
民
」「
入
移
民
」
の
定
義
は
、
移
民
受
入

国
（
地
域
）
か
ら
み
れ
ば
、移
民
送
出
国
（
地

域
）
と
は
逆
の
現
象
と
な
る
。
日
本
に
お
い

て
は
一
般
に
「
移
民
」
は
「
出
移
民
」
を
意

味
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
こ
こ
で

は
、「
移
民
」
と
「
出
移
民
」
は
同
義
語
に

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断

り
し
て
お
き
た
い
。

は
じ
め
に 

―
「
移
民
」
と
は 

― 

石　

川　

友　

紀

一
「
移
民
」
と
は
何
か

　

浦
添
か
ら
海
外
へ
の
移
民
は
、
い
つ
、
ど
の
字
か
ら
、
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
、
出
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
現
在
は
ど
う
し
て
海
外
へ
移
民
は
出
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
、
若

者
に
海
外
雄
飛
の
精
神
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
前
・
戦
中
生
ま
れ
の
中
高
年
齢
者
層
に
は
疑
問
に
思

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
言
い
習
わ
さ
れ
て
き
た
「
移
民
」
と
い
う
言
葉
も
、
過
去
の
用
語
と
な
り

つ
つ
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
け
る
海
外
移
民
の
統
計
も
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
ま
で
し
か
な

く
、
政
府
は
外
国
へ
の
移
民
・
移
住
の
窓
口
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
南
米
か
ら
日

本
へ
の
出
稼
ぎ
（
デ
カ
セ
ギ
）
現
象
が
お
こ
り
、
こ
れ
ま
で
の
出
移
民
か
ら
入
移
民
時
代
へ
と
大
き
く
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
多
く
の
外
国
人
労
働
者
が
流
入
し
て
き
て
い

る
。
日
本
の
移
民
現
象
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
は
出
移
民
の
時
代
、
二

一
世
紀
以
降
は
入
移
民
の
時
代
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か１
。

　

こ
こ
で
、
戦
前
か
ら
踏
襲
さ
れ
て
き
た
日
本
政
府
に
よ
る
「
移
民
」
の
定
義
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

今
で
は
古
典
的
と
言
わ
れ
る
移
民
の
定
義
を
出
発
点
と
す
る
。

　

移
民
の
定
義
は
そ
の
範
囲
を
ど
の
程
度
に
絞
る
か
に
よ
っ
て
、
解
釈
が
相
違
し
て
く
る
。
ま
た
、
国
に

よ
り
移
民
の
定
義
に
相
違
が
み
ら
れ
、
時
代
に
よ
っ
て
も
そ
の
規
定
に
変
遷
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

「
移
民
」
と
い
う
こ
と
ば
は
総
合
的
概
念
を
も
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

日
本
の
「
移
民
」
の
定
義
を
み
る
と
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
制
定
の
「
移
民
保
護
法
」
に
よ

り
、
「
本
法
ニ
於
テ
移
民
ト
称
ス
ル
ハ
労
働
ニ
従
事
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
清
韓
両
国
以
外
ノ
外
国
ニ
渡
航

ス
ル
者
及
其
ノ
家
族
ニ
シ
テ
之
ト
同
行
シ
又
ハ
其
ノ
所
在
地
ニ
渡
航
ス
ル
者
ヲ
謂
フ
」
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
労
働
を
目
的
と
し
て
外
国
に
渡
航
す
る
者
を
称
し
て
移
民
と
言
っ
た
。
そ
の
た
め
、
外
交
官
、
留
学

生
・
研
修
生
・
研
究
者
、
商
社
員
・
銀
行
員
、
報
道
・
自
由
業
関
係
者
な
ど
の
長
期
滞
在
者
、
短
期
滞
在

者
の
観
光
客
な
ど
は
移
民
の
範
疇
に
入
れ
ず
、
こ
れ
と
明
瞭
に
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
移
民
・

非
移
民
、
契
約
移
民
（
官
約
移
民
）
・
自
由
移
民
の
使
用
区
別
が
な
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
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２　

こ
の
「
移
住
」
と
い
う
用
語
の
使
用
は
外
務

省
が
、「
移
民
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
暗

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
海
外
に
在
留
す
る
大
多
数

の
日
本
人
は
堂
々
と
「
移
民
」
の
用
語
を
使

用
し
て
い
る
し
、
沖
縄
県
の
場
合
に
は
、「
移

民
」
の
用
語
に
決
し
て
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
伴

わ
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
に
使
用

さ
れ
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
移
民
」

を
学
術
用
語
と
し
て
使
用
し
て
い
く
こ
と
を

提
唱
し
た
い
。
な
お
、
一
九
八
五
年
（
昭
和

六
〇
）
に
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
海
外
移

住
審
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
三
〇
年
間
も
使
用

さ
れ
て
き
た
「
海
外
移
住
」
の
概
念
を
「
海

外
定
住
」
に
改
め
る
べ
き
だ
と
提
言
し
て
き

た
が
定
着
し
な
か
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
「
日
本
国
憲
法
」
（
一
九
四
六
年
）
の
第
二
二
条
第
二
項
に
お
い
て
、
「
何
人

も
、
外
国
に
移
住
し
、
又
は
国
籍
を
離
脱
す
る
自
由
を
侵
さ
れ
な
い
」
と
外
国
移
住
・
国
籍
離
脱
の
自
由

が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
九
世
紀
以
降
、
移
民
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
国
連
の
「
世
界
人
権
宣

言
」
（
一
九
四
八
年
）
に
お
い
て
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
、
外
務
省
は
「
移
民
」
の
用
語
を
不
適
当
と
し
、
こ
れ
を
改
め
「
移
住
」

又
は
「
海
外
移
住
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た２
。

二　

日
本
移
民
史
の
概
要

　

日
本
人
が
初
め
て
海
外
渡
航
を
許
可
さ
れ
た
の
は
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
明
治
維

新
の
二
年
前
で
あ
る
。
そ
の
時
海
外
へ
出
て
よ
い
と
許
可
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
修
学
・
留
学
あ
る
い
は
商

用
の
目
的
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ほ
ど
な
く
外
国
船
乗
組
員
や
外
国
人
に
雇
わ
れ
て
い
く
日
本

人
の
出
国
が
許
可
さ
れ
た
。
当
時
は
外
国
人
雇
用
の
日
本
人
と
い
う
形
で
し
か
海
外
渡
航
が
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
日
本
初
の
集
団
移
民
と
い
う
形
で
、
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
に
ハ
ワ
イ
へ

渡
っ
た
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
元
年
者
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
の
「
元
年
者
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
長
年
日
本
に
住
ん
で
い
た
オ
ラ
ン
ダ
系
ア
メ
リ
カ
人
ヴ
ァ
ン
・

リ
ー
ド
が
一
八
六
八
年
ハ
ワ
イ
へ
の
移
民
一
五
三
人
（
異
説
あ
り
）
を
送
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
か
れ
は
グ

ア
ム
島
へ
も
四
二
人
の
移
民
を
斡
旋
し
た
と
さ
れ
る
。

　

翌
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
に
は
ド
イ
ツ
人
（
一
説
オ
ラ
ン
ダ
人
）
ス
ネ
ー
ル
の
斡
旋
に
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
へ
会
津
若
松
藩
士
族
な
ど
四
〇
人
（
異
説
あ
り
）
が
渡
航
し
た
ワ
カ
マ

ツ
・
コ
ロ
ニ
ー
が
、
そ
の
次
に
出
た
移
民
と
言
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
以
上
三
組
の
移
民
が
明
治
維

新
以
降
に
、
す
な
わ
ち
、
海
外
へ
渡
航
を
許
可
さ
れ
て
以
後
に
出
た
移
民
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
移
民
が
出
て
い
っ
た
時
代
は
、
日
本
が
い
ま
だ
近
代
国
家
と
し
て
の
態
勢
が
整

わ
な
い
頃
の
こ
と
で
も
あ
り
、
後
続
移
民
が
な
く
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
ま
で
は
移
民
と
い
う
形

で
は
出
て
い
な
い
。
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ペ
ル
ー
・
ス
イ
ス
な
ど
か
ら
移
民
の
誘
い
が
あ
っ
た
が
、
日
本

政
府
は
海
外
へ
の
移
民
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
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日
本
は
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
）
に
い
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ョ
ン
・
ミ
ラ
ー
の
斡
旋
に
よ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
北
部
の
木
曜
島
へ
の
真
珠
貝
採
取
の
た
め
の
人
夫
三
六
人
の
渡
航
を
許
可
し
た
。
し
か

し
、
木
曜
島
へ
の
移
民
は
そ
の
後
す
ぐ
に
は
続
か
ず
、
再
開
し
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
明
治
二
〇
年
代
か
ら

三
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。

　

明
治
「
元
年
者
」
に
続
き
、
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
に
日
本
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
の
契
約
移
民
と
し
て

開
始
さ
れ
た
「
官
約
移
民
」
と
称
さ
れ
て
い
る
第
一
回
の
官
約
移
民
九
五
三
人
（
異
説
あ
り
）
を
も
っ

て
、
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
集
団
移
民
の
開
始
と
み
な
す
。
そ
の
後
一
〇
九
年
に
わ
た
っ
て
日
本
出
移

民
は
継
続
す
る
。

三　

沖
縄
移
民
史
の
概
要

　

沖
縄
県
に
お
い
て
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
も
戦
後
も
、
移
民
は
た
え
ず
重
要
な
問
題
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
た
め
、
日
本
本
土
に
お
け
る
移
民
送
り
出
し
数
が
戦
後
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
の
に
対
し
、

沖
縄
県
の
場
合
は
戦
前
に
比
べ
る
と
そ
の
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
た
え
ず
移
民
送
り
出
し
は
続
け
ら
れ
て

き
た
。
と
く
に
戦
前
ま
で
は
海
外
移
民
や
県
外
出
稼
ぎ
者
の
送
金
や
持
ち
帰
り
金
に
よ
っ
て
、
沖
縄
県
経

済
は
潤
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

沖
縄
県
に
お
け
る
海
外
移
民
は
、
日
本
移
民
史
上
、
必
ず
し
も
早
い
時
期
に
属
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
移
民
は
全
国
と
軌
を
一
に
し
た
が
、
ハ
ワ
イ
や
そ
の
他
大
部
分
の

移
民
先
国
へ
の
初
回
移
民
は
他
府
県
に
遅
れ
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
間
に
多
数

の
移
民
を
送
り
出
し
、
出
移
民
数
や
出
移
民
率
に
お
い
て
全
国
有
数
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

外
務
省
の
移
民
統
計
に
よ
る
と
、
沖
縄
県
は
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
か
ら
一
九
四
一
年
（
昭
和
十

六
）
ま
で
の
四
三
年
間
の
出
移
民
数
は
七
万
二
二
二
七
人
を
数
え
、
全
国
六
五
万
五
六
六
一
人
の
十
一
．

〇
％
を
占
め
、
一
位
広
島
県
の
九
万
六
八
四
八
人
（
全
体
の
十
四
．
八
％
）
に
次
い
で
の
二
位
で
あ
っ

た
。
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）
現
在
の
出
移
民
率
（
現
住
人
口
に
占
め
る
海
外
在
留
者
数
の
割
合
）
を

み
る
と
、
沖
縄
県
は
九
．
九
七
％
を
占
め
、
こ
れ
は
全
国
平
均
一
．
〇
三
％
の
九
．
六
八
倍
に
も
相
当
し

た
。
ち
な
み
に
、
出
移
民
率
の
二
位
は
熊
本
県
の
四
．
七
八
％
、
三
位
は
広
島
県
の
三
．
八
八
％
、
四
位
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３　

日
本
本
土
が
米
作
本
位
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
沖
縄
県
の
農
業
は
甘
蔗
と
甘
藷
（
サ
ツ

マ
イ
モ
）
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和

時
代
に
入
り
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
時

点
の
職
業
別
世
帯
数
（
本
業
）
を
み
る
と
、

全
体
の
七
五
％
を
農
業
が
占
め
、
生
産
物
総

額
で
も
全
体
の
四
五
％
を
農
産
物
が
占
め
て

い
た
。そ
の
農
産
物
の
作
付
反
別
を
み
る
と
、

甘
蔗
と
甘
藷
が
圧
倒
的
に
多
く
、
米
・
大
豆
・

麦
・
緑
肥
用
作
物
・
粟
・
ソ
ラ
マ
メ
が
続
い
た
。

ま
た
、
畜
産
と
し
て
は
養
豚
が
盛
ん
で
、
つ

い
で
山
羊
と
鶏
、
ア
ヒ
ル
な
ど
が
多
く
、
牛

や
馬
も
飼
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
営
農
状

況
は
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
沖
縄
が
焦
土

と
化
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
軍
事
基

地
建
設
な
ど
の
統
治
政
策
が
始
ま
る
ま
で
続

い
た
。

は
山
口
県
の
三
．
二
三
％
、
五
位
は
和
歌
山
県
の
二
．
五
七
％
、
六
位
は
佐
賀
県
の
二
．
〇
八
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
上
位
六
県
が
日
本
の
「
移
民
県
」
と
称
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
出
移
民
率
を
み
る
と
、

戦
前
全
国
で
は
移
民
は
一
〇
〇
人
に
一
人
出
て
い
た
の
に
対
し
、
沖
縄
県
で
は
一
〇
人
に
一
人
が
移
民
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
結
果
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
県
民
の
一
人
び
と
り
が
何
ら
か
の
意
味
に
お
い

て
移
民
と
関
連
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
知
人
の
だ
れ
か
が
移
民
と
し

て
海
外
へ
出
て
い
る
場
合
が
多
く
、
県
民
は
小
さ
い
と
き
か
ら
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
ハ
ワ
イ
や
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
・
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ペ
ル
ー
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ボ
リ
ビ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
南
洋
群
島
や
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
島

な
ど
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
他
府
県
で
は
移
民
県
を
除
き
、
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
。

　

沖
縄
県
に
お
け
る
移
民
送
出
の
発
展
段
階
を
地
域
に
即
し
て
考
察
し
て
み
る
と
、
県
の
出
移
民
は
ま
ず

沖
縄
本
島
の
国
頭
郡
金
武
村
を
移
民
の
発
祥
の
地
と
し
、
そ
の
行
先
地
も
ハ
ワ
イ
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
ハ

ワ
イ
移
民
は
金
武
村
よ
り
南
下
し
て
、
中
頭
・
島
尻
郡
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
つ
い
で
、
県
移
民
は
東

南
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
米
の
ペ
ル
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
等
が
開
始
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
中

城
・
美
里
・
西
原
村
を
中
心
と
し
た
中
頭
郡
や
、
大
里
・
小
禄
村
を
中
心
と
し
た
島
尻
郡
へ
、
羽
地
・
本

部
・
今
帰
仁
村
を
中
心
と
し
た
国
頭
郡
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
に
、
糸
満
町
や
周
辺
離
島
か
ら

漁
民
を
中
心
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
へ
の
移
民
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
移
民
を
多
く
出
す
よ
う
に
な
っ
た
沖
縄
県
の
歴
史
的
背
景
か
ら
出
移
民
の
要
因
を
探
っ

て
み
よ
う
。
戦
前
の
沖
縄
県
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
集
落
が
純
農
村
地
域
で
あ
り
、
市
街
地
を
形
成
し
て
い

た
の
は
わ
ず
か
に
首
里
市
と
那
覇
市
の
両
市
の
み
で
あ
っ
た
。
近
世
に
お
い
て
沖
縄
は
貢
租
や
食
糧
の
関

係
上
、
水
田
も
多
く
米
作
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
の
廃
藩
置
県
以

後
は
貢
租
の
代
納
が
認
め
ら
れ
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
の
甘
蔗
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
作
付
け
制
限
令

の
撤
廃
に
よ
り
、
水
田
の
多
く
が
甘
蔗
畑
に
代
わ
っ
て
い
く３
。

　

沖
縄
県
は
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
か
ら
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
か
け
て
、
地
割
制
の
崩
壊

と
土
地
私
有
制
の
施
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
土
地
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
人
々
が
自
由
の
身
と
な
り
、
大
量
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に
移
民
の
送
り
出
し
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
典
型
的
な
移
民
母
村
は
沖
縄
本
島
の
北
部
よ
り
羽
地
・
金

武
・
勝
連
・
中
城
・
西
原
・
大
里
村
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
概
し
て
土
地
を
集
団
で

共
有
す
る
と
い
う
地
割
制
が
早
く
か
ら
崩
壊
し
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。
「
土
地
整
理
」
に
よ
り
土
地
の
所

有
権
が
確
立
さ
れ
た
た
め
、
土
地
を
売
却
あ
る
い
は
抵
当
に
し
て
、
海
外
渡
航
費
な
ど
の
捻
出
が
可
能
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

県
の
出
移
民
の
要
因
を
総
合
的
に
み
る
と
、
第
一
に
出
稼
ぎ
・
金
も
う
け
と
い
う
経
済
的
要
因
を
基
盤

と
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
に
み
た
よ
う
な
地
割
制
廃
止
に
よ
る
新
土
地
制
度
施
行
の

ほ
か
、
移
民
会
社
の
出
現
、
移
民
周
旋
人
や
移
民
推
進
者
の
存
在
、
先
駆
移
民
の
成
功
と
呼
び
寄
せ
、
徴

兵
忌
避
な
ど
の
社
会
的
要
因
の
占
め
る
比
重
も
高
い
。
子
供
の
場
合
は
親
の
意
志
に
従
う
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
へ
夢
と
希
望
を
も
っ
た
雄
飛
の
精
神
も
あ
り
、
個
人
的
な
動
機
も
少
な
く
な
い
。

　

一
方
、
言
語
・
風
俗
・
習
慣
・
文
化
な
ど
が
相
違
す
る
外
国
に
あ
っ
て
は
、
沖
縄
独
特
の
血
族
的
血
縁

的
紐
帯
で
あ
る
門
中
な
ど
共
同
体
の
団
結
心
の
強
さ
が
有
利
に
作
用
し
た
。
例
え
ば
、
県
移
民
の
一
人
が

失
敗
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
親
戚
縁
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
郷
人
が
こ
ぞ
っ
て
助
け
合
い
再
起
を
図

移　民　会　社　名

森岡真１ 防長移民株会社

海外渡航株式会社 明治殖民合資会社

大陸殖民合資会社 合資会社三丸商会

熊本移民合資会社 晩成移民合資会社

東洋移民合資会社 皇国殖民株式会社

東京移民合資会社 仙台移民合資会社

帝国殖民合資会社 関西移民合名会社

日本移民合資会社 大野伝栄

山陽移民合資会社 東洋殖民合名会社　

中国移民合資会社 南米殖民株式会社２

神戸渡航合資会社 海外興業株式会社３

表１　浦添出身者が斡旋を受けた移民会社

出典：アラン・Ｔ・モリヤマ著『日米移民史学　日本・
ハワイ・アメリカ』1988年　PMC出版株式会社
84～85ページを参考に、浦添出身者が斡旋を受け
た移民会社を列挙した。	

注１：森岡移民合名会社、森岡移民株式合資会社という
時期もあった。	

注２：参考資料に掲載はないが、南米殖民株式会社は、
1919年(大正8）浦添出身者の渡航があった(参考：
石川友紀「日本出移民史における移民会社と契約
移民について」『琉球大学法文学部紀要』社会篇
第14号　19～46ページ）。	

注３：参考資料に掲載はないが、上記の石川論文による
と1920年以降は統廃合されて海外興業株式会社一
社のみとなった。海興の創立は1917年（大正6）
である。	
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ら
す
と
か
、
商
売
を
始
め
る
と
な
る
と
頼
母
子
講
（
模
合
）
を
お
こ
し
て
資
金
を
提
供
し
合
う
と
か
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
移
民
先
国
（
地
域
）
に
親
子
兄
弟
・
親
戚
縁
者
や
同
郷
人
が
数
多
く
在
住
す
れ
ば
安
心

感
が
あ
り
、
か
え
っ
て
日
本
本
土
な
ど
見
知
ら
ぬ
土
地
へ
移
住
す
る
よ
り
も
精
神
的
に
安
定
し
た
。
こ
う

い
っ
た
精
神
的
近
接
感
の
方
が
物
理
的
距
離
感
よ
り
も
有
利
に
作
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
海
外
移
民
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
境
に
、
戦
前
の
出
稼
ぎ
・
金
も
う
け
・
錦
衣
帰
郷
的
な
移
民

か
ら
、
戦
後
は
受
け
入
れ
国
に
永
住
・
定
着
を
前
提
と
し
、
個
人
の
意
志
を
重
視
す
る
移
民
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
世
界
各
地
に
日
系
人
社
会
が
本
格
的
に
根
づ
い
て
い
っ
た
。

　

海
外
の
沖
縄
県
移
民
は
い
ず
れ
の
国
に
住
も
う
が
、
移
民
地
に
お
い
て
親
睦
と
資
金
の
調
達
を
兼
ね
た

頼
母
子
講
を
中
心
と
し
た
集
ま
り
を
つ
く
る
。
そ
の
後
に
移
民
の
多
さ
に
よ
っ
て
、
字
人
会
、
市
町
村
人

会
や
同
郷
や
同
航
会
、
趣
味
の
ク
ラ
ブ
な
ど
を
つ
く
る
。
そ
の
う
え
に
沖
縄
県
人
会
を
組
織
し
、
政
治
・

経
済
・
社
会
・
文
化
・
教
育
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

母
県
で
あ
る
沖
縄
県
と
海
外
在
住
の
県
系
人
と
の
つ
な
が
り
は
強
く
、
戦
前
は
多
く
の
送
金
・
携
帯

金
、
持
ち
帰
り
金
に
よ
り
、
疲
弊
し
て
い
た
母
県
母
村
の
経
済
を
潤
し
て
き
た
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
は
、
沖
縄
県
は
「
ソ
テ
ツ
地
獄
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
経
済
的
に
落
ち
込
み
が
激
し
か
っ
た
。

そ
の
時
期
に
県
に
お
け
る
海
外
在
留
者
か
ら
の
送
金
額
は
、
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
に
約
八
六
万
円

で
、
県
歳
入
総
額
の
四
四
．
六
％
に
も
及
ん
だ
。
ま
た
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
の
約
一
九
八
万
円
は

六
六
．
四
％
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
の
約
二
〇
八
万
円
は
三
七
．
九
％
を
占
め
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
い
か
に
海
外
移
民
が
県
経
済
に
貢
献
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。

　

太
平
洋
戦
争
直
後
は
、
敗
戦
に
よ
る
悲
惨
な
時
期
に
、
海
外
各
地
の
移
民
か
ら
郷
里
へ
温
か
い
救
援
の

手
が
差
し
の
べ
ら
れ
た
。
海
外
在
住
の
県
系
人
は
多
く
の
救
援
団
体
を
組
織
し
、
「
戦
災
救
援
運
動
」
と

称
し
て
、
多
く
の
救
援
物
資
を
送
り
始
め
た
。
こ
の
運
動
は
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
の
ハ
ワ
イ
を
皮

切
り
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
・
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ペ
ル
ー
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ボ

リ
ビ
ア
な
ど
に
沖
縄
救
援
機
関
が
作
ら
れ
、
多
く
の
救
援
資
金
と
救
援
物
資
が
集
め
ら
れ
、
沖
縄
へ
の
輸

送
は
そ
の
大
部
分
を
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
（Licensed A

gencies for Relief in A
sia　

ア
ジ
ア
救
済
公
認
団

体
）
が
受
け
も
っ
た
。
こ
の
運
動
は
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
頃
ま
で
続
け
ら
れ
、
戦
後
の
沖
縄
復
興
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に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
地
球
規
模
の
国
際
化
の
時
代
に
即
し
て
、
沖
縄
県
系
人
の
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織

づ
く
り
が
で
き
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
の
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
（
第
一
回
）
で
あ
っ
た
。
世
界
十
七
か
国
か
ら
約
二
三
九
七
人
も
の
県
系
人
が
一

堂
に
会
し
、
県
民
と
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
多
角
的
な
交
流
を
推
進
し
た
。
こ
の
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大
会
」
は
そ
の
後
五
年
ご
と
に
開
か
れ
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
）
一
〇
月
に
は
「
第
五
回
世
界

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
七
三
六
三
人
も
の
参
加
者
を
集
め
、
過
去
最
大
の
規
模
で
開
催
さ
れ
た
。

　

い
ま
ひ
と
つ
の
組
織
は
、
世
界
の
県
系
人
同
士
を
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
結
び
つ
け
た
Ｗ
Ｕ
Ｂ

（W
orldw

ide U
chinanchu Business A

ssociation,

二
〇
〇
八
年
以
降
はA

ssociation

をN
etw

ork

へ
変
更
）
が
ハ
ワ
イ
を
中
心
に
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
に
発
足
し
た
。
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
）
十

一
月
現
在
沖
縄
・
日
本
本
土
・
北
米
・
中
南
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
二
二
支
部
を
も
つ
ま
で
に
発
展
し

て
い
る
。

　

最
後
に
、
沖
縄
系
移
民
は
世
界
に
ど
の
ぐ
ら
い
在
住
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
正
確
な
数
値
を

だ
す
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
考
え
る
。
そ
れ
で
も
沖
縄
県
系
人
を
現
地
で
実
態
調
査
を
し
た
際
の
聞
き

取
り
を
含
め
て
、
筆
者
の
推
計
を
呈
示
し
て
お
こ
う
。
世
界
に
お
け
る
沖
縄
県
系
人
数
の
一
位
は
ブ
ラ
ジ

ル
の
約
十
五
万
人
（
日
系
人
約
一
五
〇
万
人
中
の
一
〇
％
）
、
二
位
は
ペ
ル
ー
の
約
七
万
人
（
同
上
約
一

〇
万
人
の
七
〇
％
）
、
三
位
は
ハ
ワ
イ
の
約
六
万
人
（
約
四
〇
万
人
の
十
五
％
）
、
四
位
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
本
土
の
約
五
万
人
（
約
七
〇
万
人
の
七
％
）
、
五
位
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
約
四
万
人
（
約
五
万
人
の

八
〇
％
）
、
六
位
は
ボ
リ
ビ
ア
の
約
二
万
人
（
約
三
万
人
の
六
七
％
）
と
推
定
す
る
。
こ
の
上
位
六
か
国

（
地
域
）
で
合
計
約
三
九
万
人
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
・
キ
ュ
ー
バ
・
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド

ニ
ア
島
な
ど
の
国
や
地
域
在
住
の
県
系
人
を
約
一
万
人
と
み
な
す
と
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
約
四

〇
万
人
に
も
達
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
世
界
の
県
系
人
四
〇
万
人
は
、
世
界
の
日
系
人
が
約
三
〇
〇
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
約
十
三
．
三
％
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
県
の
人
口
は
全
国
の
約
一
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い

が
、
海
外
在
住
の
県
系
人
の
占
め
る
比
率
は
そ
の
十
三
倍
に
も
相
当
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

ハワイに移民した内間出
身の島袋嘉麻と妻
島袋博一提供
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た
、
現
在
沖
縄
県
の
人
口
が
約
一
四
〇
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
二
八
．
六
％
に
も
相
当
す
る
約

四
〇
万
人
が
世
界
中
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

浦
添
の
移
民

　

浦
添
市
の
海
外
移
民
の
歴
史
を
み
る
と
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
） 

十
二
月
ハ
ワ
イ
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
耕
地
へ
向
か
っ
た
沖
縄
県
か
ら
初
め
て
の
集
団
移
民
の
先
駆
者
二
六
人
の
な
か
に
、
浦
添
市
出
身
者

「
ウ
ラ
シ
ー
ン
チ
ュ
」
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

口
絵
表
２
は
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
か
ら
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
ま
で
三
八
年
間
の
浦
添
村

に
お
け
る
年
次
別
渡
航
国
（
地
域
）
別
海
外
移
民
数
で
あ
る
。
こ
の
浦
添
村
の
海
外
移
民
数
の
計
を
年
次

別
に
み
る
と
、
海
外
移
民
の
開
始
は
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
の
ハ
ワ
イ
ヘ
の
九
人
か
ら
で
あ
る
。
以

後
、
ハ
ワ
イ
を
主
体
に
毎
年
継
続
し
て
出
移
民
が
み
ら
れ
、
二
年
後
の
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
に
は

二
〇
五
人
と
史
上
最
高
を
記
録
す
る
。
翌
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
も
七
五
人
と
比
較
的
多
か
っ
た
の

は
、
ハ
ワ
イ
ヘ
の
移
民
が
盛
ん
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
の
二
二

人
以
降
の
減
少
は
、
ハ
ワ
イ
を
含
む
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
紳
士
協
定
に
よ
る
日
本
政
府
の
出
移
民
の
制

限
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
浦
添
村
の
出
移
民
は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
の
二
六
人
か
ら

増
加
を
示
し
、
翌
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
に
は
六
〇
人
と
第
二
の
ピ
ー
ク
を
形
成
し
、
一
九
一
三
年

（
大
正
二
）
の
五
八
人
ま
で
比
較
的
多
か
っ
た
。
大
正
中
期
の
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
は
ブ
ラ
ジ
ル

と
ペ
ル
ー
ヘ
の
移
民
が
主
体
と
な
り
一
〇
六
人
と
大
台
に
の
り
、
翌
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
の
一
四
四

人
は
第
三
の
ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
。
移
民
数
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
の
四
八
人
以
後
は
減
少
に
向
か

い
、
大
正
期
は
三
〇
人
未
満
を
維
持
し
続
け
た
。

　

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
入
る
と
、
浦
添
村
の
出
移
民
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
移
民
が
主
体
と
な
り
、
一
九

二
六
年
（
大
正
十
五
）
に
六
七
人
と
急
増
し
、
翌
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
は
七
〇
人
と
第
四
の
ピ
ー

ク
を
形
成
す
る
。
以
後
、
昭
和
戦
前
期
は
六
〇
人
未
満
で
推
移
し
、
浦
添
村
に
お
け
る
戦
前
の
移
民
は
一

九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
の
六
人
で
も
っ
て
終
了
し
、
合
計
一
四
九
六
人
で
あ
っ
た
。

在留国（地域） 在留者数
男 女 計

ハ ワ イ 268 186 454
ブ ラ ジ ル 164 129 293
フ ィ リ ピ ン 130 59 189
ペ ル ー 105 62 167
ア メ リ カ 合 衆 国 6 5 11
カ ナ ダ 2 0 2
満 州 0 2 2
メ キ シ コ 1 0 1
ア ル ゼ ン チ ン 1 0 1
其 ノ 他 3 1 4

合　　計 680 444 1,124

表２　浦添村における在留国（地域）別海外在留者数（1935年）

〔注〕資料の出所：沖縄県教育委員会（1974）『沖縄
県史』第７巻・移民，付表「第14表外国在住者
調」昭和10年12月末日現在，pp.22～23.

〔単位：人〕
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口
絵
表
２
の
浦
添
村
に
お
け
る
海
外
移
民
数
の
合
計
を
渡
航
国
（
地
域
）
別
に
み
る
と
、
首
位
は
ハ
ワ

イ
の
六
〇
九
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
体
（
一
四
九
六
人
）
の
四
〇
．
七
％
を
も
占
め
る
。
二
位
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
三
三
四
人
で
全
体
の
二
二
．
三
％
、
三
位
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
三
二
八
人
で
二
一
．
九
％
、
四
位
は
ペ

ル
ー
の
一
六
二
人
で
一
〇
．
八
％
を
占
め
る
。
こ
の
上
位
の
四
か
国
（
地
域
）
で
全
体
の
九
五
．
八
％
に

も
達
し
て
い
た
。

　

以
下
、
海
外
移
民
数
は
急
減
し
一
〇
人
未
満
と
な
り
、
浦
添
村
か
ら
戦
前
の
移
民
は
メ
キ
シ
コ
と

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
島
へ
各
七
人
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
へ
六
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
五
人
、
マ
レ
ー

半
島
へ
二
人
、
ジ
ャ
ワ
と
ボ
ル
ネ
オ
ヘ
各
一
人
が
送
り
出
さ
れ
た
。
な
お
、
行
先
国
（
地
域
）
不
明
が
三

七
人
み
ら
れ
た
。

　

表
２
は
浦
添
村
に
お
け
る
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
現
在
の
在
留
国
（
地
域
）
別
海
外
在
留
者
数
で

あ
る
。
同
表
の
在
留
者
数
の
合
計
を
み
る
と
、
男
性
が
六
八
〇
人
、
女
性
が
四
四
四
人
で
、
合
計
一
一
二

四
人
で
あ
る
。
同
数
値
は
同
年
の
浦
添
村
の
国
勢
調
査
人
口
一
万
一
三
六
九
人
の
九
．
八
九
％
の
比
率
を

占
め
、
県
下
一
九
位
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
男
女
の
構
成
比
率
を
み
る
と
、
男
性
が
六
〇
．
五
％
、

女
性
が
三
九
．
五
％
を
占
め
、
六
対
四
の
割
合
で
男
性
が
多
か
っ
た
。
通
説
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

男
性
中
心
の
出
稼
ぎ
型
移
民
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

　

浦
添
村
の
海
外
在
留
者
数
の
計
を
在
留
国
（
地
域
）
別
に
み
る
と
、
首
位
は
ハ
ワ
イ
の
四
五
四
人
で
あ

り
、
こ
れ
は
全
体
（
一
一
二
四
人
）
の
四
〇
．
四
％
を
も
占
め
る
。
二
位
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
二
九
三
人
で
全

体
の
二
六
．
一
％
、
三
位
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
八
九
人
で
十
六
．
八
％
、
四
位
は
ペ
ル
ー
の
一
六
七
人
で

十
四
．
九
％
を
占
め
る
。
一
九
三
五
年
時
点
で
海
外
在
留
者
数
は
、
こ
の
上
位
四
か
国
（
地
域
）
で
全
体

の
九
八
．
一
％
に
も
達
し
て
い
た
。

　

以
下
、
浦
添
村
の
海
外
在
留
者
数
は
減
少
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
が
十
一
人
、
カ
ナ
ダ
と
満
州
が

各
二
人
、
メ
キ
シ
コ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
各
一
人
、
其
ノ
他
が
四
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
み
る
と
、
戦

前
浦
添
村
に
お
け
る
在
留
国
（
地
域
）
数
は
一
〇
以
上
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

表
３
は
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
現
在
の
浦
添
村
に
お
け
る
殖
民
地
別
在
住
者
数
で
あ
る
。
同
表
の

在
住
者
数
の
合
計
を
み
る
と
、
男
性
が
一
三
五
人
、
女
性
が
六
三
人
で
、
合
計
一
九
八
人
で
あ
る
。
同
数

殖民地 在　住　者　数
男 女 計

南 洋 庁 125 55 180
台 　 湾 9 7 16
朝 　 鮮 1 1 2
樺 　 太 0 0 0
関 東 庁 0 0 0
合 　 計 135 63 198

表３　浦添村における殖民地別在住者数（1935年）

〔注〕資料の出所：表２に同じ，付表「第22表
殖民地在住者調」昭和10年12月末日現
在，pp.66～67.

〔単位：人〕

府県 在住者数 府県 在住者数
男 女 計 男 女 計

大　阪 142 110 252 滋　賀 5 2 7
東　京 22 13 35 静　岡 2 3 5
兵　庫 18 14 32 鹿児島 2 2 4
和歌山 16 14 30 福　岡 3 0 3
神奈川 8 21 29 京　都 0 1 1
愛　知 15 10 25 新　潟 1 0 1
長　崎 8 7 15 奈　良 1 0 1
岡　山 0 13 13 山　口 1 0 1

合　計 244 210 454

表４　浦添村における府県別県外在住者数（1935年）

〔注〕資料の出所：表２に同じ，付表「第21表県
外在住者調」昭和10年12月末日現在，pp.36
～61.

〔単位：人〕
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値
は
同
年
の
浦
添
村
の
国
勢
調
査
人
口
一
万
一
三
六
九
人
の
一
．
七
四
％
の
比
率
を
占
め
、
県
下
四
〇
位

に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
男
女
の
構
成
比
率
を
み
る
と
、
男
性
が
六
八
．
二
％
、
女
性
が
三
一
．
八
％

を
占
め
、
ほ
ぼ
七
対
三
の
割
合
で
男
性
が
多
か
っ
た
。

　

浦
添
村
の
殖
民
地
在
住
者
数
の
計
を
殖
民
地
別
に
同
表
で
み
る
と
、
首
位
は
南
洋
庁
（
南
洋
群
島
）
の

一
八
〇
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
体
（
一
九
八
人
）
の
九
〇
．
九
％
を
も
占
め
、
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　

以
下
、
量
的
に
は
少
な
く
な
り
、
二
位
は
台
湾
の
十
六
人
、
三
位
は
朝
鮮
の
二
人
で
あ
り
、
樺
太
と
関

東
庁
は
各
〇
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
浦
添
村
か
ら
殖
民
地
へ
の
移
民
は
、
そ
の
九
〇
％
以
上

が
南
洋
群
島
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
台
湾
と
朝
鮮
が
み
ら
れ
た
。

　

表
４
は
一
九
三
五
年
現
在
の
浦
添
村
に
お
け
る
府
県
別
県
外
在
住
者
数
で
あ
る
。
同
表
の
在
住
者
数
の

合
計
を
み
る
と
、
男
性
が
二
四
四
人
、
女
性
が
二
一
〇
人
で
、
合
計
四
五
四
人
で
あ
る
。
同
数
値
は
同
年

の
国
勢
調
査
人
口
一
万
一
三
六
九
人
の
四
．
〇
％
を
占
め
、
県
下
三
四
位
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
男

女
の
構
成
比
率
を
み
る
と
、
男
性
が
五
三
．
七
％
、
女
性
が
四
六
．
三
％
を
占
め
、
男
性
が
三
四
人
多
い

が
、
ほ
ぼ
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。

　

表
４
で
浦
添
村
の
県
外
在
住
者
数
の
計
を
府
県
別
に
み
る
と
、
首
位
は
大
阪
府
の
二
五
二
人
で
あ
り
、

こ
れ
は
全
体
（
四
五
四
人
）
の
五
五
．
五
％
と
過
半
数
を
占
め
る
。
以
下
、
在
住
者
数
が
四
〇
人
未
満
と

な
り
、
二
位
は
東
京
府
の
三
五
人
で
全
体
の
七
．
七
％
、
三
位
は
兵
庫
県
の
三
二
人
で
七
．
〇
％
、
四
位

は
和
歌
山
県
の
三
〇
人
で
六
．
六
％
、
五
位
は
神
奈
川
県
の
二
九
人
で
六
．
四
％
、
六
位
は
愛
知
県
の
二

五
人
で
五
．
五
％
を
占
め
る
。

　

以
下
、
浦
添
村
の
県
外
在
住
者
数
は
長
崎
県
の
十
五
人
、
岡
山
県
の
十
三
人
、
滋
賀
県
の
七
人
、
静
岡

県
の
五
人
、
鹿
児
島
県
の
四
人
、
福
岡
県
の
三
人
と
つ
づ
き
、
京
都
府
と
新
潟
・
奈
良
・
山
口
の
三
県
が

各
一
人
で
、
府
県
の
数
は
十
六
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
で
、
よ
り
詳
細
に
男
女
の
構
成
比
率
を
府
県
別
に
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
特
色
が
み
ら
れ
る
。

浦
添
村
に
お
け
る
県
外
出
稼
移
民
は
、
ほ
と
ん
ど
の
府
県
で
男
性
が
女
性
を
凌
駕
し
て
い
る
。
し
か
し
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
数
が
圧
倒
的
に
多
い
府
県
と
し
て
、
神
奈
川
県
（
男
八
人
対
女
二
一
人
）
、
岡
山
県

（
男
〇
人
対
女
十
三
人
）
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
男
女
同
数
に
近
い
府
県
と
し
て
兵
庫
県
（
男
十
八
人
対

合成して作られた在ペルー浦添村人有志会記念
写真（1932年）島袋博一提供
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女
十
四
人
）
、
和
歌
山
県
（
男
十
六
人
対
女
十
四
人
）
、
愛
知
県
（
男
十
五
人
対
女
一
〇
人
）
、
長
崎
県

（
男
八
人
対
女
七
人
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
女
性
の
多
い
府
県
は
、
紡
績
女
工
な
ど
女
性
の
職

場
の
立
地
す
る
地
域
で
あ
り
、
募
集
や
「
つ
て
」
な
ど
で
就
職
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
表
２
・
表
３
・
表
４
に
お
け
る
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
時
点
の
浦
添
村
に
お
け
る
海
外
在

留
者
・
殖
民
地
在
住
者
・
県
外
在
住
者
数
に
つ
い
て
、
分
析
・
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
上
記
の
計
を
合
計

し
た
総
数
、
す
な
わ
ち
浦
添
村
民
の
出
村
数
は
一
七
七
六
人
と
な
り
、
同
年
浦
添
村
の
国
勢
調
査
人
口
が

一
万
一
三
六
九
人
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
除
し
た
総
数
の
比
率
は
十
五
．
六
二
％
と
な
り
、
こ
れ
は
当

時
沖
縄
県
の
全
市
町
村
行
政
区
画
五
八
中
の
三
二
位
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
浦
添
村
の
出
村
数
（
人

口
）
の
対
人
口
比
率
十
五
．
六
二
％
は
、
沖
縄
県
全
体
の
十
五
．
六
三
％
と
ほ
ぼ
同
数
値
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
に
勃
発
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
は
、
国
内
外
へ
移
民
し
た
人
に
も
、
浦

添
に
残
っ
て
い
た
人
に
と
っ
て
も
、
人
生
を
一
変
さ
せ
る
過
酷
な
経
験
と
な
っ
た
。
北
中
南
米
で
は
財
産

や
住
ま
い
を
奪
わ
れ
、
ア
ジ
ア
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
で
は
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
、
日
本
本
土
で
は
空
襲

を
経
験
し
た
人
も
い
る
。
浦
添
は
激
戦
地
と
な
り
、
戦
前
人
口
九
二
一
七
人
の
う
ち
、
四
一
二
一
人
が
戦

死
し
た
。

　

戦
後
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
な
ど
か
ら
の
引
揚
者
と
沖
縄
本
島
各
地
に
疎
開
し
て
い
た
人
々
の
郷
里
へ

の
帰
還
は
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
）
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

土
地
は
米
軍
基
地
に
接
収
さ
れ
、
苦
し
い
生
活
に
お
ち
い
っ
た
人
々
は
、
戦
前
移
民
し
た
家
族
の
呼
び

寄
せ
や
産
業
開
発
青
年
隊
等
で
ブ
ラ
ジ
ル
を
中
心
に
移
民
し
た
。
農
地
を
求
め
て
琉
球
政
府
の
計
画
移
民

で
ボ
リ
ビ
ア
や
、
八
重
山
開
拓
で
久
宇
良
へ
移
民
し
た
者
も
い
る
。
製
造
業
や
紡
績
な
ど
の
工
場
で
の
仕

事
を
求
め
て
日
本
本
土
へ
集
団
就
職
を
す
る
若
者
も
い
た
。

　

一
方
、
浦
添
の
復
興
は
目
覚
ま
し
く
、
道
路
の
整
備
や
米
軍
基
地
の
建
設
に
伴
い
、
国
道
五
八
号
（
旧

一
号
線
）
沿
い
に
「
マ
チ
ナ
ト
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
エ
リ
ア
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
が
で
き
た
。
徐
々
に
活

気
づ
く
浦
添
へ
、
働
く
場
所
や
住
宅
地
を
求
め
て
沖
縄
本
島
中
北
部
地
方
や
宮
古
・
八
重
山
・
奄
美
諸
島

や
離
島
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
郷
友
会
を
結
成
し
、
当
初
は
同
郷
者
間
の
相
互
扶
助

的
な
役
割
を
果
た
し
、
今
で
は
出
身
地
と
浦
添
を
つ
な
い
で
い
る
。

浦添市カルチャーパーク付近（2012年）
浦添市国際交流課提供
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第
一
章

在ペルー浦添村人会結成20周年記念祝賀会（1953年）島袋博一提供

はじめに−「移民」とは−

　

現
在
、
浦
添
市
の
人
口
は
十
一
万
を
超
え
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
る
さ
と
を
持
つ
「
ウ
ラ
シ
ー
ン
チ
ュ
」

が
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
き
た
の
か
、
海
外
に
住
む
「
ウ
ラ
シ
ー
ン
チ
ュ
」
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
文

化
を
継
承
し
て
い
る
の
か
等
々
、
本
編
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
浦
添
住
民
は
も
ち
ろ

ん
、
沖
縄
県
民
・
日
本
本
土
在
住
の
方
々
に
も
、
若
い
世
代
を
中
心
に
、
海
外
移
民
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。


